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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
１．訂正の経緯

　2020年８月、当社の連結子会社であります株式会社レキストの元使用人兼務役員による不正の発覚を受け、当社

は社内調査委員会を設置し調査を進めて参りました。その結果、当該連結子会社の金銭を横領していた事実とそれ

に関する不適切な会計処理が行われていたことが判明いたしました。

　2020年9月29日付の調査報告書の指摘を踏まえ、平成30年２月14日に提出いたしました第105期第３四半期（自　

平成29年10月１日　至　平成29年12月31日）四半期報告書に記載されている連結財務諸表に含まれる不適切な会計

処理を訂正し、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２．会計処理

　連結財務諸表において、連結子会社の元使用人兼務役員による横領額について『長期未収金』に計上するととも

に、貸倒懸念債権として『貸倒引当金』を計上しております。また、過大に計上されていた「営業原価」の金額を

訂正し、その他必要と認められる訂正を行いました。

　また、過年度において重要性がないと判断したため訂正を行っていなかった誤謬等の訂正も行っております。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(1）業績の分析

(2）財政状態の分析

第４　経理の状況

１　四半期連結財務諸表

(1）四半期連結貸借対照表

(2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

四半期連結包括利益計算書

注記事項

（四半期連結貸借対照表関係）

（セグメント情報等）

（１株当たり情報）

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。なお、訂正箇所が多数に及ぶことから、上記の訂正事項については、

訂正後のみを記載しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第104期

第３四半期連結
累計期間

第105期
第３四半期連結

累計期間
第104期

会計期間

自平成28年
　４月１日
至平成28年
　12月31日

自平成29年
　４月１日
至平成29年
　12月31日

自平成28年
　４月１日
至平成29年
　３月31日

営業収益 （千円） 29,743,190 30,803,793 39,122,994

経常利益 （千円） 1,365,924 1,557,537 1,657,389

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 771,691 936,273 920,608

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 842,094 1,024,711 967,453

純資産額 （千円） 15,367,371 16,286,134 15,492,682

総資産額 （千円） 36,390,271 39,185,841 36,393,631

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 71.70 86.99 85.53

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 42.1 41.4 42.5

 

回次
第104期

第３四半期連結
会計期間

第105期
第３四半期連結

会計期間

会計期間

自平成28年
　10月１日
至平成28年
　12月31日

自平成29年
　10月１日
至平成29年
　12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 18.37 33.23

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．営業収益には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 （1）業績の分析

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善や雇用に回復の兆しが見られたものの、米国

の新政権の政策不安や北朝鮮に係る地政学的リスク等により、景気の先行きについては引き続き不透明な状況で推

移しております。

　物流業界におきましては、取扱量の減少が継続し、ドライバー等人手不足の影響によるコスト上昇など、取り巻

く経営環境は依然として厳しい状況が続いております。

　このような状況の中、当社グループは、国内部門においては、主力業務であります物流センター業務代行、流通

加工業務に注力し新規顧客の獲得に向け努力してまいりました。また、引き続き全ての不採算の営業所等を黒字化

すべく「業績改善運動」に全社的に取り組んでまいりました。平成29年８月には、「働きやすい職場作り」の観点

から、岩槻物流センターに事業所内保育所「ラビット保育園」を開園いたしました。

　国際部門においては、株式会社ペガサスグローバルエクスプレスとニュースターライン株式会社を核として業務

拡大に努めてまいりました。平成29年５月に当社の連結子会社でありますPT.Pegasus Global Express Indonesia

が、国際海上貨物に強みを持つPT.JAPAINDO INTERTRANS PRIMAを吸収合併し、新体制による営業を開始いたしまし

た。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の営業収益は、平成29年３月に子会社化した株式会社中村エンタープラ

イズの業績も寄与し、308億３百万円（前年同四半期比3.6％増）となりました。前期計上した既存物流施設の大規

模修繕費用が減少したこと等も影響し、営業利益は16億24百万円（前年同四半期比15.9％増）、経常利益は15億57

百万円（前年同四半期比14.0％増）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は、９億36百万円（前年同期比

21.3％増）となりました。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

①貨物自動車運送事業

　貨物自動車運送事業におきましては、取扱量の減少、ドライバー等人手不足の影響、お客様からの物流コスト削

減要請、一般貨物低迷の基調がここ数年続いております。

このような状況の中、当社グループの主力業務であります物流センター業務代行、流通加工業務に注力し、新規

顧客の獲得に向けて努力してまいりました。また、引き続き全ての不採算の営業所等を黒字化すべく「業績改善運

動」に全社的に取り組んでまいりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における貨物自動車運送事業収入は、平成29年３月に子会社化した株式

会社中村エンタープライズの業績も寄与し、235億３百万円（前年同四半期比3.4％増）となりました。前期計上し

た既存物流センターの大規模修繕費用が減少したこと等も影響し、セグメント利益は15億75百万円（前年同四半期

比16.5％増）となりました。

②国際物流事業

国際物流事業につきましては、株式会社ペガサスグローバルエクスプレスとニュースターライン株式会社を核と

して業務拡大に努めてまいりました。当第３四半期連結累計期間における国際物流事業収入は66億75百万円（前年

同四半期比4.3％増）となり、セグメント利益は２億44百万円（前年同四半期比36.9％増）となりました。

③不動産賃貸事業

不動産賃貸事業につきましては、不動産賃貸事業収入は６億60百万円（前年同四半期比2.6％減）となり、セグ

メント利益は４億17百万円（前年同四半期比1.0％増）となりました。

④その他

リース業、コンピュータソフト開発業、保険代理店業、部品販売業、太陽光発電業、清掃業を中心としたその他

事業収入につきましては、当第３四半期連結累計期間におけるその他事業収入は１億７百万円（前年同四半期比

14.6％増）となり、セグメント利益は69百万円（前年同四半期比53.6％増）となりました。
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 （2）財政状態の分析

（流動資産）

　当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、141億11百万円（前連結会計年度末は130億55百万

円）となり、10億55百万円増加しました。受託現金の増加８億41百万円、受取手形及び営業未収金の増加３億67

百万円、リース投資資産の減少２億２百万円が主な要因です。

（固定資産）

　当第３四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、250億74百万円（前連結会計年度末は233億37百万

円）となり、17億36百万円増加しました。埼玉県加須市の新物流センター建設や新本社ビル建設に係る建設仮勘

定（その他（純額）に含む）の増加18億44百万円、建物及び構築物（純額）の減少３億11百万円が主な要因で

す。

（流動負債）

　当第３四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、126億37百万円（前連結会計年度末は107億77百万

円）となり、18億60百万円増加しました。短期借入金（一年内返済予定長期借入金含む）の増加７億75百万円、

受託現金の増加等に伴う預り金の増加９億25百万円が主な要因です。

（固定負債）

　当第３四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、102億61百万円（前連結会計年度末は101億23百万

円）となり、１億38百万円増加しました。長期借入金の増加３億37百万円、リース債務の減少２億66百万円が主

な要因です。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は、162億86百万円（前連結会計年度末は154億92百万円）

となり、７億93百万円増加しました。利益剰余金の増加６億77百万円、その他有価証券評価差額金の増加１億２

百万円が主な要因です。

　この結果、自己資本比率は1.1ポイント下降し、41.4％となりました。

 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた課

題はありません。

（4）研究開発活動

該当事項はありません。

（5）経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 38,000,000

計 38,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成29年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年２月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 11,654,360 11,654,360
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株

計 11,654,360 11,654,360 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年10月１日～

平成29年12月31日
－ 11,654,360 － 1,772,784 － 1,627,898

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成29年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成29年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　 891,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　10,761,800 107,618 －

単元未満株式 普通株式　　　 1,160 － －

発行済株式総数 　　　　　11,654,360 － －

総株主の議決権 － 107,618 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が100株含まれております。また、「議決

権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成29年12月31日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

カンダホールディ

ングス株式会社

東京都千代田区東神

田三丁目１番13号
891,400 － 891,400 7.65

計 － 891,400 － 891,400 7.65

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年10月１日から平

成29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しておりますが、

訂正後の四半期連結財務諸表については、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,455,016 3,364,925

受託現金 ※１ 2,469,006 ※１ 3,310,690

受取手形及び営業未収金 4,530,522 4,897,527

商品 45,258 38,048

貯蔵品 23,587 27,857

リース投資資産 1,846,103 1,643,581

その他 703,407 845,389

貸倒引当金 △16,989 △16,266

流動資産合計 13,055,913 14,111,753

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 7,381,407 7,070,360

土地 10,052,557 10,052,978

その他（純額） 2,323,619 4,261,685

有形固定資産合計 19,757,584 21,385,025

無形固定資産 713,660 959,574

投資その他の資産 ※２ 2,866,473 ※２ 2,729,487

固定資産合計 23,337,718 25,074,087

資産合計 36,393,631 39,185,841

負債の部   

流動負債   

支払手形及び営業未払金 2,822,716 2,942,584

短期借入金 2,813,780 3,588,932

未払法人税等 461,606 344,231

預り金 2,527,729 3,453,309

賞与引当金 234,360 88,495

その他 1,917,405 2,220,284

流動負債合計 10,777,599 12,637,837

固定負債   

長期借入金 5,470,254 5,808,023

リース債務 2,122,602 1,855,942

役員退職慰労引当金 234,958 252,846

退職給付に係る負債 839,826 843,906

資産除去債務 35,443 35,714

その他 1,420,263 1,465,436

固定負債合計 10,123,348 10,261,869

負債合計 20,900,948 22,899,707
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,772,784 1,772,784

資本剰余金 1,629,352 1,629,352

利益剰余金 12,131,377 12,809,339

自己株式 △330,791 △330,835

株主資本合計 15,202,722 15,880,639

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 267,567 369,970

為替換算調整勘定 4,083 △5,485

退職給付に係る調整累計額 △12,858 △11,025

その他の包括利益累計額合計 258,792 353,458

非支配株主持分 31,167 52,035

純資産合計 15,492,682 16,286,134

負債純資産合計 36,393,631 39,185,841
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

営業収益 29,743,190 30,803,793

営業原価 27,008,222 27,618,089

営業総利益 2,734,967 3,185,704

販売費及び一般管理費   

役員報酬 242,776 248,185

給料及び手当 356,074 383,450

賞与引当金繰入額 8,628 9,405

退職給付費用 12,049 13,319

役員退職慰労引当金繰入額 20,354 22,200

その他 693,535 884,736

販売費及び一般管理費合計 1,333,419 1,561,297

営業利益 1,401,547 1,624,407

営業外収益   

受取利息 1,117 2,662

受取配当金 26,946 23,821

その他 56,146 48,055

営業外収益合計 84,210 74,539

営業外費用   

支払利息 60,458 61,212

貸倒引当金繰入額 44,359 48,647

為替差損 4,849 5,365

保育園運営費用 － 18,142

その他 10,166 8,040

営業外費用合計 119,833 141,409

経常利益 1,365,924 1,557,537

特別利益   

固定資産売却益 12,608 15,231

リース解約益 4,794 1,016

助成金収入 － 12,311

受取損害賠償金 － 40,709

特別利益合計 17,403 69,269

特別損失   

固定資産除売却損 8,225 3,874

減損損失 22,726 －

リース解約損 － 937

固定資産解体撤去費用 － 34,100

特別損失合計 30,951 38,911

税金等調整前四半期純利益 1,352,377 1,587,894

法人税等 580,124 651,068

四半期純利益 772,252 936,826

非支配株主に帰属する四半期純利益 561 553

親会社株主に帰属する四半期純利益 771,691 936,273
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

四半期純利益 772,252 936,826

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 45,268 102,402

為替換算調整勘定 21,945 △16,351

退職給付に係る調整額 2,626 1,833

その他の包括利益合計 69,841 87,884

四半期包括利益 842,094 1,024,711

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 830,340 1,030,939

非支配株主に係る四半期包括利益 11,753 △6,228
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（1）連結の範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間より、株式会社中村エンタープライズは、重要性が増したため連結の範囲に含めており

ます。

 

（2）持分法適用の範囲の重要な変更

該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　　　（税金費用の計算）

　　　　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（確定拠出年金制度の導入）

　当社の一部の連結子会社は、平成29年７月から個人財形年金制度に代えて確定拠出年金制度を導入いたしまし

た。これに伴う、当第３四半期連結累計期間における損益への影響は軽微であります。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　受託現金

　現金の警備輸送を行っているキャッシュサービス事業において、つり銭作成及び輸送業務のために契約先

から預かっている現金であり、他の目的による使用を制限されております。

 

※２　投資その他の資産に係る貸倒引当金

前連結会計年度
（平成29年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成29年12月31日）

540,050千円 587,450千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　 　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日）

減価償却費 1,102,114千円 1,036,347千円

のれんの償却額 32,143千円 75,853千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月28日

定時株主総会
普通株式 129,156 12.0 平成28年３月31日 平成28年６月29日 利益剰余金

平成28年10月31日

取締役会
普通株式 107,630 10.0 平成28年９月30日 平成28年12月１日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月28日

定時株主総会
普通株式 129,155 12.0 平成29年３月31日 平成29年６月29日 利益剰余金

平成29年10月31日

取締役会
普通株式 129,155 12.0 平成29年９月30日 平成29年12月１日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

　１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
貨物自動車
運送事業

国際物流
事業

不動産賃貸
事業

計

営業収益         

外部顧客へ

の売上高
22,570,214 6,401,114 678,114 29,649,444 93,745 29,743,190 － 29,743,190

セグメント
間の内部売
上高又は振
替高

151,034 1,137 － 152,171 － 152,171 △152,171 －

計 22,721,249 6,402,252 678,114 29,801,616 93,745 29,895,361 △152,171 29,743,190

セグメント

利益
1,353,069 178,626 413,946 1,945,642 45,007 1,990,649 △589,101 1,401,547

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リース業、コン

ピュータソフト開発業、保険代理店業、部品販売業、太陽光発電業、清掃業を含んでおります。

　　　２．セグメント利益の調整額△589,101千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用等であ

ります。全社費用は親会社本社の総務部門等管理部門に係る費用であります。

　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

　２．報告セグメントごとの資産に関する情報

　　　該当事項はありません。

 

　３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（単位：千円）

 貨物自動車運送事業 国際物流事業 不動産賃貸事業 計 その他 合計

減損損失 22,726 － － 22,726 － 22,726
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

　１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
貨物自動車
運送事業

国際物流
事業

不動産賃貸
事業

計

営業収益         

外部顧客へ

の売上高
23,362,890 6,672,932 660,508 30,696,330 107,462 30,803,793 － 30,803,793

セグメント
間の内部売
上高又は振
替高

140,663 2,415 － 143,078 － 143,078 △143,078 －

計 23,503,553 6,675,347 660,508 30,839,408 107,462 30,946,871 △143,078 30,803,793

セグメント

利益
1,575,869 244,569 417,937 2,238,376 69,149 2,307,525 △683,118 1,624,407

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リース業、コン

ピュータソフト開発業、保険代理店業、部品販売業、太陽光発電業、清掃業を含んでおります。

　　　２．セグメント利益の調整額△683,118千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用等であ

ります。全社費用は親会社本社の総務部門等管理部門に係る費用であります。

　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

　２．報告セグメントごとの資産に関する情報

　　　該当事項はありません。

 

　３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

　　１株当たり四半期純利益金額 71円70銭 86円99銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
771,691 936,273

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
771,691 936,273

普通株式の期中平均株式数（株） 10,763,052 10,762,953

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　平成29年10月31日、当期中間配当金に関し、次のとおり取締役会の決議をいたしました。

　（イ）配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・・ 129,155千円

　（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・・12円00銭

　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・平成29年12月１日

　　（注）平成29年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払っております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

令和２年９月29日

カンダホールディングス株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 秋山　茂盛　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大立目　克哉　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているカンダホール

ディングス株式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成29年

10月１日から平成29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係

る訂正後の四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、カンダホールディングス株式会社及び連結子会社の平成29年12月31日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

 

その他の事項

　四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期連結財務諸表を訂正している。なお、

当監査法人は、訂正前の四半期連結財務諸表に対して平成30年２月14日にレビュー報告書を提出した。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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